
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも健康な体でどこまでも 

 

健翔会だより 
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香川県坂出市川津町 

（〒762-0025）3329-14 
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TEL 0877-45-8686 

◎本紙に関するご意見、ご質問がありましたら 
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TEL 0877-45-8686 FAX 0877-45-8883 

HP  http://www.horiguchi-hp.jp 

110 号 

2022・8 月 1 日 

けん しょう かい 

 

堀口 裕 先生 

転ばぬ先の杖 

転んで怪我をする前に、どうか杖をご準備ください。同じよう

に、病気になって途方に暮れる前に、どうか病気を防ぐ杖をご

利用ください。 

人の体は年齢とともに老いていきます。体の動きも頭の回転

も、少しずつ鈍くなります。やがて病気が出てきて、自分が思

い描いていた姿から大きくはずれてしまいます。「あぁ、こん

なはずでは無かったのに･･･。誰の世話にもならず、最期まで

自力で過ごそうと思っていたのに･･･。」という願望は叶わない

のです。 

実は老化を早め、また病気を引き起こすのに“さびる”という

現象が関わっています。具体的には、“活性酸素(かっせいさん

そ)”という物質が原因です。さらに活性酸素が生じる理由は、

空気中の“酸素”です。 

そこで、できるだけ活性酸素を消すことができれば、人生の最

期まで健康的に過ごせます。よって病気を防ぐ“杖”とは、活

性酸素を消す物質になります。そしてそれができるのは“電子”

だけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気を防ぐ杖 

病気を防ぐ杖とは“電子”ですが、これはとても身近なもので

す。一つは食べ物に含まれています。主に緑黄色野菜や青魚に

含まれるビタミンや補酵素、複数のアミノ酸からなるペプチ

ド、ミネラルなどです。一番なじみがあるのはビタミン C か

もしれません。かんきつ類やキュウイ、ピーマン、ブロッコリ

などに多く含まれています。昔からビタミン E とならんで、

食品のさびを防ぐ抗酸化物質として使われています。最近都会

では、りんごの自動販売機を見かけますが、りんごの皮をむい

て袋詰めするとき、酸化防止剤としてビタミン C を入れてあ

ります。 

体で発生するさびを防ぐためにビタミン C をはじめ、ビタミ 

 

 

体で発生するさびを防ぐためにビタミン C をはじめ、 

 

ン E、アルファリポ酸、グルタチオン、コエンザイム Q10

などを、日頃から緑黄色野菜や青魚から摂るようにして下さ

い。 

電子が存在するもう一つは空気中のネガティブイオン(マイ

ナスイオン)です。ネガティブイオンは呼吸で空気を吸うと

き、一緒に取り込まれます。空気のきれいなところや滝のそ

ばでは、沢山のネガティブイオンが存在しています。ときど

きお出かけください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、食べ物の抗酸化物質や空気のネガティブイオンだけ

で、十分に活性酸素を消せていないことがあります。そこで

機械的に電子をつくり、体に与えるようにしています。皮膚

から取り込ませる器具が還元電子治療器です。また空気中に

ネガティブイオンをつくり、呼吸から取り込ませる器具がイ

オン発生器です。両者を用いて実践することを“電子補充療

法”と呼んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての人にとって、人生は有限です。最期まで健康で過ご

せることが大事です。それには健康で過ごしている時に、ど

れだけ電子を与えてきたかで決まります。どうか平生からし

っかりと努力してください。 

 

 

 

 

 

 

病気になってから治療しても、うまく回復できない場合があります。病気にならないように、 

健康な時に病気を防ぐ手立てを講じておきましょう。 

病気の発生に「さびる」という現象がかかわっています。さびを防ぐ最も有効な手段は、 

「電子」を与えることです。 

皆さん、最期まで自力でいきましょうね。 

電子 

電子 



 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意
気
込
み
賞 

作
者 

お
隣
さ
ん
様 

香
川
県
坂
出
市
在
住 

 

『
よ
し
や
る
ぞ
！ 

絶
対
健
康
に 

な
っ
て
や
る
！
』 

 

作
者
解
説 

健
康
に
な
る
に
は
自
分
自
身
の
病
気
を
治
そ
う
と
い
う
決
意
が 

必
須
で
あ
る
と
い
う
意
味 

  院
長
コ
メ
ン
ト 

物
事
は
何
で
も
そ
う
で
す
が
、
意
気
込
み
次
第
で
達
成
度
が
変
わ
っ
て 

き
ま
す
。
成
就
す
る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
「よ
し 

や
る
ぞ
！
」が
必
要 

で
す
。
健
康
を
勝
ち
取
る
と
き
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。 

    

次
回
の
ご
応
募
締
め
切
り
日
は
九
月
十
五
日
で
す
。 

健
翔
会
だ
よ
り
一
一
一
号
は
十
月
一
日
発
行
分
に
掲
載
致
し
ま
す
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳 

選
考
委
員
会 

 

 

第
九
回
「
け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳
」
入
選
作
品 

 
大
賞 
作
者 

藤
沢
貴
代
子
様 

岡
山
県
玉
野
市
在
住 

 

『
ま
だ
逝
け
ぬ 

や
る
事
山
ほ
ど 

八
十
路
か
な
』 

 

作
者
解
説 

会
い
た
い
人
に
会
え
ず
行
き
た
い
所
へ
行
け
な
か
っ
た
三
年
間 

そ
れ
を
取
り
も
ど
す
為
、
八
十
才
が
来
て
も
ま
だ
逝
く
事
は 

出
来
ま
せ
ん
。
私
は
九
月
十
日
で
八
十
才
に
な
り
ま
す
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
や
り
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を 

 

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
涯
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

院
長
賞 

作
者 

宮
本
章
壽
様 

香
川
県
坂
出
市
在
住 

 

『
根
を
た
や
す 

イ
オ
ン
と
共
に 

仏
さ
ま
』 

 

作
者
解
説 

現
代
科
学
医
療
と
古
代
か
ら
の
仏
教
信
仰
と
の
共
働
作
業
で 

治
療
効
果
が
倍
増
し
ま
す
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

自
然
界
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
は
、
仏
様
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の 

 

と
思
い
ま
す
。
病
気
の
根
を
抜
き
取
る
た
め
に
は
必
須
で
す
。 

 

 

 

 

 

 
 

 
   

 

エ
ナ
ジ
ー
賞 

作
者 

森
井
孝
子
様 

香
川
県
坂
出
市
在
住 

 

『
気
が
つ
け
ば 

エ
ナ
ジ
ー
の
日
々
を 

も
く
も
く
と
』 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

還
元
電
子
治
療
は
、
生
涯
健
康
を
貫
く
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。 

体
の
手
入
れ
に
、
毎
日
実
践
し
て
下
さ
い
。 

 

ほ
の
ぼ
の
賞 

作
者 

戸
所
光
子
様 

群
馬
県
北
群
馬
郡
在
住 

 

『
エ
ナ
ジ
ー
を 

「
彼
」
と
思
い
し 

大
切
に
！！
』 

 

作
者
解
説 

「夫
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
大
切
に
し
て
来
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、 

エ
ナ
ジ
ー
も
生
涯
の
「友
」
と
し
て
愛
し
、
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

「し
ば
ら
く
自
宅
を
あ
け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
エ
ナ
ジ
ー
も 

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
日
も
早
く
帰
宅
し
て
エ
ナ
ジ
ー
に 

あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
離
れ
て
み
て
エ
ナ
ジ
ー
の
恋
し
さ
が 

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」 

  

来
る
日
も
来
る
日
も
辛
抱
強
く 

卵
を
守
っ
て
い
る
キ
ジ
バ
ト
の 

姿
に
と
て
も
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

私
た
ち
に
足
り
な
い
も
の
が
、 

そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

堀
口 

【
当
院
の
中
庭
に
キ
ジ
バ
ト
の
巣
が
あ
り
ま
す
】 

 


